
夢・笑顔・誇り・絆

３月１１日、陽光に包まれて第74回押原中学校卒業証書授与式が行われました。今年も、新

型コロナウイルス感染症の影響を受け、御来賓は塩澤町長様のみ。在校生の姿もなく、卒業生

とその保護者、教職員のみの卒業式となりました。例年行われている卒業生の合唱発表や、3年

間を振り返る呼びかけなどは行われず、DVDによる過去の合唱や代表によるナレーションだけ

の発表となりました。それでも、174名の卒業生は、証書授与や答辞など立派な姿を見せてく

れました。卒業式の後、最後の学活を終え、笑顔で巣立っていく彼らの姿からは、この学び舎

で培った誇りと絆を感じ取ることができました。

卒業に際し「ふるさと昭和に育ち、学んだことを誇りとし、校訓である『進取創造』の精神

をその胸に刻んでください。そして『いつか やがて きっと』その志を遂げてください」と

式辞を締めくくりました。在校生代表の塩田一颯さんの「送辞」、卒業生代表の小関遼さんによ

る「答辞」、DVDによりこれまでの合唱を振り返りました。卒業生の中には、思わず流れる感動

の涙もあり、これまでの3年間に込める思いがその場にいる私たちに伝わってきました。

例年のような取り組み期間はなかったものの、例年のように数曲の合唱披露はできなかった

ものの、その分中身の濃い、その一瞬に卒業生のすべてが凝縮された卒業式であったような気

がします。本当に素晴らしい卒業式をありがとうございました。

１・２年生の皆さん。３年生から託された思いをしっかり受け止め、これからの学校生活を

充実させてください。一人一人が、進級への気構えをしっかり整えましょう。

新型コロナウイルス感染症の影響から、今年も在校生は卒業式に参

加できませんでした。その代わりに、新生徒会が「継承式」を企画し

ました。３月９日に行われた「継承式」は、３年生への「ウィンドウ

・メッセージ」や「応援」など、押原中の文化や伝統をしっかり引き

継ぐ決意を示した式でした。１・２年生の今後に期待です！

コロナ禍の令和2年度が終了しようとしています。様々な制約の中での生徒たちの頑張りと

成長は、私たち職員にも数々の感動をもたらしてくれました。保護者、地域の皆様には本校教

育にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。新年度も、私たち教職員は、生徒

のより良い成長のために全力を尽くす所存です。今後とも、よろしくお願いいたします。

４ 月 の お も な 予 定
６日(火) 新任式、始業式 29日(木) 中巨摩選手権1日目

７日(水) 第75回入学式 30日(金) 授業参観・PTA総会

８日(木) 発育測定、給食開始 （３年生の修学旅行は、秋以降に延期します）

９日(金) 新入生オリエンテーション （例年４月に実施していた３年生の「全国学力・学

12日(月) 第１回学校委員会 習状況調査」、及び２年生の「山梨県学力把握調査」

20日(火) 家庭訪問（22・23・26日） は、いずれも５月に実施予定です）

＊新型コロナウイルス感染症の拡大状況等により、予定の変更が有り得ることをご承知おきください。
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◇◇◇ 令和２年度学校評価について ◇◇◇
学校教育に対してのアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。保護者の皆様からの回答状

況についてお知らせし、教職員の自己評価も合わせて来年度への課題等を示させていただきます。詳しくは

学校ホームページに学校評価（自己評価）を掲載しました。ご覧ください。

なお、表の中の数字は肯定的な回答（Ａそう思う、Ｂややそう思う）の割合を示しています。その数値を

基に考察をいたしました。




